
加入系と
う道

加入者側終端装置～局設置簡易遠隔収容装置間に設置するもの
加入者側終端装置～局設置遠隔収容装置間に設置するもの
加入者側終端装置～加入者交換機間に設置するもの（局設置簡易遠隔収容装置設置
局～加入者交換機設置局間及び局設置遠隔収容装置設置局～加入者交換機設置局間
に設置するものを除く。）

電線共同
溝

加入者側終端装置～局設置簡易遠隔収容装置間に設置するもの
加入者側終端装置～局設置遠隔収容装置間に設置するもの
加入者側終端装置～加入者交換機間に設置するもの（局設置簡易遠隔収容装置設置
局～加入者交換機設置局間及び局設置遠隔収容装置設置局～加入者交換機設置局間
に設置するものを除く。）

自治体管
路

加入者側終端装置～局設置簡易遠隔収容装置間に設置するもの
加入者側終端装置～局設置遠隔収容装置間に設置するもの
加入者側終端装置～加入者交換機間に設置するもの（局設置簡易遠隔収容装置設置
局～加入者交換機設置局間及び局設置遠隔収容装置設置局～加入者交換機設置局間
に設置するものを除く。）

情報ボッ
クス

加入者側終端装置～局設置簡易遠隔収容装置間に設置するもの
加入者側終端装置～局設置遠隔収容装置間に設置するもの
加入者側終端装置～加入者交換機間に設置するもの（局設置簡易遠隔収容装置設置
局～加入者交換機設置局間及び局設置遠隔収容装置設置局～加入者交換機設置局間
に設置するものを除く。）

総合デジ
タル通信
局内回線
終端装置

加入者側終端装置～き線点遠隔収容装置間に設置するもの
加入者側終端装置～局設置簡易遠隔収容装置間に設置するもの
加入者側終端装置～局設置遠隔収容装置間に設置するもの
加入者側終端装置～加入者交換機間に設置するもの（き線点遠隔収容装置、局設置
簡易遠隔収容装置又は局設置遠隔収容装置を経由しない場合に限る。）

「
アナログ
局内回線
収容部

加入者側終端装置～き線点遠隔収容装置間に設置するもの
加入者側終端装置～局設置遠隔収容装置間に設置するもの（き線点遠隔収容装置
を経由しない場合に限る。）
加入者側終端装置～加入者交換機間に設置するもの（き線点遠隔収容装置又は局
設置遠隔収容装置を経由しない場合に限る。）

ア ナ ロ
グ・デジ
タル回線
共通部

加入者側終端装置～き線点遠隔収容装置間に設置するもの
加入者側終端装置～局設置遠隔収容装置間に設置するもの（き線点遠隔収容装置
を経由しない場合に限る。）
加入者側終端装置～加入者交換機間に設置するもの（き線点遠隔収容装置又は局
設置遠隔収容装置を経由しない場合に限る。） 」

を

「
アナログ
局内回線
収容部

加入者側終端装置～き線点遠隔収容装置間に設置するもの
加入者側終端装置～局設置簡易遠隔収容装置間に設置するもの
加入者側終端装置～局設置遠隔収容装置間に設置するもの
加入者側終端装置～加入者交換機間に設置するもの（き線点遠隔収容装置、局設
置簡易遠隔収容装置又は局設置遠隔収容装置を経由しない場合に限る。）

ア ナ ロ
グ・デジ
タル回線
共通部

加入者側終端装置～き線点遠隔収容装置間に設置するもの
加入者側終端装置～局設置簡易遠隔収容装置間に設置するもの
加入者側終端装置～局設置遠隔収容装置間に設置するもの

に 、

「 加入者交換機に属する部分のうち、加入系光ケーブル及び中継系光ケーブル（き線点収容装
置～加入者交換機間のうち、遠隔収容装置設置局～加入者交換機設置局間に設置するものに
限る。）を収容するもの 」

を

「 加入者交換機に属する部分のうち、加入系光ケーブル及び中継系光ケーブル（き線点遠隔収
容装置～加入者交換機間のうち、局設置簡易遠隔収容装置設置局～加入者交換機設置局間及
び局設置遠隔収容装置設置局～加入者交換機設置局間に設置するもの並びに局設置簡易遠隔
収容装置～加入者交換機間に設置するものに限る。）を収容するもの 」

に 、

「 き線点遠隔収容装置～加入者交換機間のうち、遠隔収容装置設置局～加入者交換機設置局間
に設置するもの 」 を

「 き線点遠隔収容装置～加入者交換機間のうち、局設置簡易遠隔収容装置設置局～加入者交換
機設置局間及び局設置遠隔収容装置設置局～加入者交換機設置局間に設置するもの
局設置簡易遠隔収容装置～加入者交換機間に設置するもの 」

に

改 め る 。

「 加入者交換機設置局ごとに、次の各方法により求めた加入者交換機のユニット数のうち最
大のものを当該局の加入者交換機ユニット数とする。 」 を

「 加入者交換機設置局ごとに、次の各方法により求めた加入者交換機のユニット数のうち最
大のものを当該局の加入者交換機ユニット数とする。

になお、２以上の加入者交換機を設置することと指定された加入者交換機設置局にあっては、
以下の\から_の方法により求めた加入者交換機のユニット数のうち最大のものが１である
ときは、これを２とみなす。 」

改 め 、 同 欄 ４ 中「すべて」 を「全て」 に 改 め る 。

加入者側終端装置～加入者交換機間に設置するもの（き線点遠隔収容装置、局設
置簡易遠隔収容装置又は局設置遠隔収容装置を経由しない場合に限る。）

局設置簡
易遠隔収
容装置

アナログ局内回線収容部、総合デジタル通信局内回線終端装置及びアナログ・デ
ジタル回線共通部を除く。

」
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別 表 第 五 第 一 の 表 加 入 者 交 換 機 （ 端 末 系 伝 送 路 設 備 、 中 継 系 伝 送 路 設 備 等 及 び 信 号 用 伝 送 装 置 と の

そ れ ぞ れ の 間 に 設 置 さ れ る 伝 送 装 置 等 を 含 み 、 手 動 に よ る も の を 除 く 。 ） の 項 加 入 者 交 換 機 に 係 る 設 備

区 分 の う ち 、 回 線 数 の 増 減 に 応 じ て 当 該 設 備 に 係 る 費 用 が 増 減 す る も の の 欄 中

別 表 第 五 第 二 の 表 電 力 設 備 の 項 中「小規模局用電源装置」 を

「小規模局用電源装置
可搬型発動発電機 」 に 改 め る 。

別 表 第 六 の 表 加 入 者 交 換 機 の 項 算 定 方 法 の 欄 １ \ 及 び ] 中「局設置遠隔収容装置」 の 次 に「又は局

設置簡易遠隔収容装置」 を 加 え 、 同 欄 ２ 中「局設置遠隔収容装置の帰属先交換機の決定」 を「局設置

遠隔収容装置及び局設置簡易遠隔収容装置の帰属先交換機の決定」 に 改 め 、 同 ２ \ 及 び ] 中「すべて

の局設置遠隔収容装置」 を「全ての局設置遠隔収容装置及び局設置簡易遠隔収容装置」 に 改 め 、 同 ２

^ 中「局設置遠隔収容装置～加入者交換機間」 の 次 に「及び局設置簡易遠隔収容装置～加入者交換機

間」 を 、「加入者交換機の収容回線数等を考慮して局設置遠隔収容装置」 の 次 に「及び局設置簡易遠隔

収容装置」 を 加 え 、 同 欄 ３ 中

別 表 第 六 の 表 局 設 置 遠 隔 収 容 装 置 の 項 算 定 方 法 の 欄 ２ 中「すべて」 を「全て」 に 改 め 、 同 ２ を 同 欄

３ と し 、 同 欄 １ 中「遠隔収容装置設置局」 を「局設置遠隔収容装置設置局」 に 改 め 、 同 １ を 同 欄 ２ と

し 、 同 ２ の 前 に 次 の よ う に 加 え る 。

１ 局設置遠隔収容装置の設置基準

局別収容回線数が１万２千回線を超えない局のうち、次に掲げる条件のいずれにも該当する局に

は局設置簡易遠隔収容装置を、それ以外の局には局設置遠隔収容装置を設置する。

ア 局に収容される回線に、メタル電話回線、低速専用線、高速メタル専用線及び光地域ＩＰ回線

（当該光地域ＩＰ回線が当該局～加入者交換機設置局間に設置される伝送装置をメタル電話回線、

低速専用線又は高速メタル専用線と共用しない場合に限る。）以外の回線を含まないこと。˜
�
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